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Ⅰ 単元（題材）の構想 

１ 単元観（題材観）   

 本題材は、中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説理科編の内容「２分野(３)生物の体のつくり

と働き」の「(ｳ)動物の体のつくりと働き」に基づくものである。ここでは動物の消化、呼吸及び血液

循環についての観察や実験を通して、動物の体のつくりの共通性と多様性に気付かせるとともに、そ

れらを物質交換と関連付けて理解させることが主なねらいである。 

 本単元に関わって、小学校第３学年で「身の回りの生物」、第４学年で「人の体のつくりと運動」

第６学年で「人の体のつくりと働き」について学習している。また、中学校では、第１学年で「生物

の観察と分類の仕方」「生物の体の共通点と相違点」について学習している。この単元の学習後、中

学校第３学年で「生物の成長と殖え方」「遺伝の規則性と遺伝子」「生物の種類の多様性と進化」に

ついて学習する。 

 

２ 研究との関わり 

研究主題は「日常生活と関連付けながら、理科の学習に取り組む生徒の育成」である。 

本研究の手立てについて大まかな流れを説明する。生徒は単元を通して授業の中で感じる素朴な疑

問を、疑問を感じた時や授業の振り返りのタイミングで１人１台端末を用いてオンライン上に記録す

る。次に単元の「まとめる」課程で記録した疑問と照らし合わせながらこれまでの学習を振り返り、

日常生活に関連させた「新しい課題」を一人一人が考える。「新しい課題」は授業内で共有して Web

検索などで調査して解決しあう活動を行う。これらの活動を通して、授業への積極性を養い、理科の

学習内容と日常生活との関連性を見いだそうとする意欲を育もうというものである。 

本単元では動物の体のつくりやはたらきについて学習する。生徒自身に直接かかわる内容であり、

自分のからだを通して学習内容をイメージすることができるため、理科の授業の中でも特に日常生活

と関連させやすい分野である。また生徒は、臓器の名称など知っていることはあるが、そのつくりや

はたらきについては曖昧にしか理解していないことが多いため、授業を展開していく中で多くの疑問

が生まれると考えられる。そのため、本研究にとって実践に適した題材であると考える。 

 

３ 単元（題材）の目標及び児童（生徒）の実態 

 目 標 児童（生徒）の実態 

知識及び技能 

・動物のからだのつくりとはたらきとの

関係に着目しながら、動物が生命を維

持するはたらきについて理解するとと

もに、それらの観察、実験などに関す

る技能を身に付ける。 

・１年次の学習より、動物のからだの

つくりやはたらきに興味を持ってい

る生徒が多い。 

・既習事項や生活経験に基づいて、問

題に対して仮説を立て、実験に取り

組むことができる。 

思考力、判断力 

表現力等 

・動物が生命を維持するはたらきについ

て、見通しをもって解決する方法を立

案して観察、実験などを行い、その結

果を分析して解釈し、動物のからだの

つくりとはたらきについての規則性や

関係性を見いだして表現する。 

・仮説を立てたり、結果を基に考察を

したりすることに対して苦手を感じ

る生徒がいる。 

・結果を分析し、規則性や関係性を見

いだすことが得意としている生徒と

そうでない生徒が半々程度いる。 

学びに向かう力 

人間性等 

・生命を維持するはたらきに関する事

物・現象に進んでかかわり、単元の学

習と日常生活との関連性を見いだそう

としている。 

・体の各器官のはたらきについて興味

を持ち、興味をもち進んで学習して

いる生徒がいる。一方で器官の名前

は知っているが、そのはたらきにつ

いては理解が曖昧な生徒が多い。 

 

  



４ 評価規準 

知識・技能 

動物のからだのつくりとはたらきとの関係に着目しながら、動物が生命を維持

するはたらきについての基本的な概念や原理・法則などを理解しているととも

に、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本操作や記録な

どの基本的な技能を身に付けている。 

思考・判断・表現 

動物が生命を維持するはたらきについて、見通しをもって解決する方法を立案

して観察、実験などを行い、その結果を分析して解釈し、 動物の体のつくりと

はたらきについての規則性や関係性を見いだして表現しているなど、科学的に

探究している。 

主体的に学習に 

取り組む態度 

動物が生命を維持するはたらきに関する事物・現象に進んでかかわり、見通し

をもったり振り返ったりするなど、科学的に探究しようとしている。 

 

 

５ 指導及び評価、ＩＣＴ活用の計画（全１１時間：本時第１１時） 

過 

程 

時 

間 

■ねらい  

□学習活動 

★ＩＣＴ活用に関する事項  

知 思 主 ◆評価項目＜方法（観点）＞ 

○指導に生かす評価 

●評定に用いる評価 

つ
か
む 

１ 

 
 
 
 
 
■食物に関する気付きや疑問から、消化に
ついての問題（食物の変化）を見いだ
す。 

□ウマやミジンコが食物を食べている写真
を見て、食物について話し合いを行う。 

□ヒトの消化管がどうなっているか予想す
る。 

★素朴な疑問の記録 

   
 
 
 
 
○ 

 
 
 
 
 
◆食物に関する気付きや疑問から、
消化についての問題（食物の変
化）を見いだしている。 
＜発言分析・行動観察（主①）＞ 

追
求
す
る 

２
～
５ 

■消化に関わる器官について、消化管とそ
れにつく器官のつながりを理解する。 

□だ液により消化が起こることを確認する
には、どのような実験をしたらよいかを
話し合う。 

□だ液のはたらきを調べる実験方法に関す
る説明を聞き、結果をまとめる方法など
について話し合う。 

□実験の結果をもとにだ液のはたらきと性
質について話し合う。 

★素朴な疑問の記録 

● ○  

◆だ液のはたらきを調べる実験で実
験操作や観察すべき点について理
解し、進んで実験に取り組んでい
る。 

＜実験操作・記述分析（知①）＞ 
◆実験結果をもとに、だ液のはたら
きについて、対照実験の意味をよ
く理解しているかなど、実験結果
をもとに考察した内容を適切に表
現している。 
＜発言分析・記述分析（思①）＞ 

 

６ 

■デンプン、タンパク質、脂肪が、消化さ
れていく過程を理解する。また、吸収が
おもに小腸のかべで行われていることを
理解し、柔毛の構造と吸収の様子を表現
する。 

□からだの内側とはどこかについて確認
し、消化される場所と、吸収される場
所、吸収された後の行先について確認す
る。 

□デンプン、タンパク質、脂肪の消化の流
れとそれぞれの消化酵素の役割について
理解する。また柔毛のはたらきについて
理解する。 

★素朴な疑問の記録 

 ●  

◆デンプン、タンパク質、脂肪が、
消化されていく過程を理解してい
る。吸収がおもに小腸のかべで行
われることを理解し、柔毛の構造
と吸収のようすを表現している。 
＜発言分析・記述分析（思②）＞ 

［単元の学習課題］ 
動物の消化、呼吸及び血液循環についての観察や実験を通して、動物の体のつくりの共通性と多様性に
気付き、動物の体のつくりと働きを関連付けて理解する。 



７ 

■細胞の呼吸について理解する。また、肺
が酸素を取り込み、二酸化炭素を排出す
るための器官であることを理解する。 

□肺呼吸により、肺胞と毛細血管の間で、
酸素と二酸化炭素のやり取りが起こるこ
とについて確認する 

□細胞による呼吸についての説明を聞き、
肺呼吸との違いを確認する。 

★素朴な疑問の記録 

●      

◆細胞の呼吸について理解してい
る。また、肺が酸素をとりこみ、
二酸化炭素を排出するための器官
であることを理解している。 
＜発言分析・記述分析（知②）＞ 

８
～
９ 

■心臓に 4 つの部屋があることの意味を理
解し、動脈、毛細血管、静脈、心臓、肺
のつながりについて表現する。 

□心臓につながる血管が、どこにつながっ
ているかについて話し合う。 

□心臓の４つの部屋の位置関係（つながり
など）、血液の流れ方を確認する。 

■肺循環と体循環の違いを心臓の構造と結
び付けて理解する。また、動脈血及び静
脈血が流れている部分や、酸素の運搬に
ついて理解する。血球の種類など血液の
成分や、結晶と毛細血管からしみだした
もの（組織液）の関係について理解す
る。 

□肺循環と体循環について確認する。 
□血球のはたらきと血しょうについて説明
を聞く。 

□血液と細胞での物質の交換について理解
する。 

★素朴な疑問の記録 

○ ●  

◆心臓に 4 つの部屋があることの意
味を理解し、動脈、毛細血管、静
脈、心臓、肺のつながりを表現し
ている。 
＜発言分析・記述分析（思③）＞ 

◆肺循環と体循環のちがいを心臓の
構造と結び付けて理解している。
また、動脈血および静脈血が流れ
ている部分や、酸素の運搬につい
て理解している。血球の種類など
血液の成分や、血しょうと毛細血
管からしみだしたもの（組織液）
の関係について理解している。 
＜発言分析・記述分析（知③）＞ 

10 

■尿はじん臓でつくられていること、尿に
は尿素などの不要物がふくまれているこ
とを理解する。 

□細胞の活動によって、血液中に不要物が
存在するようになること、および肝臓の
はたらきを理解する。 

□じん臓の位置、じん臓に運ばれる血液、
じん臓とぼうこうの結びつきなど、尿が
排出されるまでについて理解する。 

★素朴な疑問の記録 

○   

◆尿はじん臓でつくられているこ
と、尿には尿素などの不要物がふ
くまれていることを理解してい
る。 
＜発言分析・記述分析（知④）＞ 

ま
と
め
る 

11 

 

本

時 

■単元の学びを振り返り、新たな「自分な
りの課題」をつくる活動を通して、単元
の学習内容と日常生活との関連性を見い
だそうとする意欲を高める。 

 
 
 
 
□「まとめる」過程の中で、蓄積した素朴
な疑問と共に単元全体を振り返り、科学
的概念が形成されたことを自覚できるよ
う単元の学びを整理する。 

□蓄積した素朴な疑問をもとに、日常生活
に紐付けた「新しい課題」を考える。 

 
 
★Google ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ 

  ● 

 
 
 
 
 
 
 
 
◆単元の学習内容を振り返り、新た
な「自分なりの課題」を作成・解決
する活動を通して、単元の学習と日
常生活との関連性を見いだそうとし
ている。 

＜行動観察・記述分析（主②）＞ 

 

 

 

 

 

 

  

［本時のめあて］ 
単元を振り返り、新しい「自分なりの課題」を作ろう。 



Ⅱ 第１１時の学習 

１ ねらい 単元の学びを振り返り、新たな「自分なりの課題」をつくる活動を通して、単元の学習

内容と日常生活との関連性を見いだそうとする意欲を高める。 

 

２ 展 開                               

 

 

 

主な学習活動        

予想される児童(生徒)の反応〔Ｓ〕 

★ＩＣＴ活用に関する事項  

◎研究上の手立て 

○指導上の留意点 

◆評価項目（観点） 

１ 前時までの学習を振り返る。    （15分） 

 

 

 

 

Ｓ：以前分からなかった疑問も学習を進めたら分か

るようになったぞ。 

Ｓ：友達と話し合ったり、調べたりして疑問が解決

できたぞ。 

Ｓ：忘れていたけど、こんなことを学んだなぁ。 

◎「まとめる」過程の中で、蓄積した素朴な疑問

を想起しながら単元全体を振り返り、科学的概

念が形成されたことを自覚できるよう単元の学

びを整理する。 

○ワークシートを用いて、単元の各節で学習した

内容を振り返り、知識の再定着をできるように

する。 

○他の生徒と学習内容を振り返ってもよいが、ま

とめるのは自分の言葉を用いる。 

２ 「自分なりの課題」を立てる（★共同編集）。 

(10分)  

Ｓ：授業中での疑問は解決できたけれど、考えてい

るうちに新しい課題が出てきたぞ。 

Ｓ：私は気になっているけど、他の人は気になって

ないみたいだな…。調べてみよう。 

Ｓ：友達はこんなことを考えているのか。私もそれ

は分からないなぁ。 

◎「新たな課題」は、教科書の内容から逸脱して

も構わないものとし、生徒が個々に自由な発想

の中で考えるものとする。 

◎「新たな課題」は、Googleドキュメントを活用

してその場で共有を行う。 

○日常生活との関連を考えるのが困難な生徒に対

し、身近な具体例を提示することで、課題を立

てやすい状況を作る。 

３ 各自が立てた「自分なりの課題」に対して、回

答・感想・新たな疑問等を記述する（★共同編

集・検索）。                      （15分） 

Ｓ：この課題は調べたら面白そうだからインターネ

ットで調べてみよう。 

Ｓ：この回答は、自分は間違っていると思うから、

新しい回答をしてみよう。 

Ｓ：友達の新しい課題に回答してみたぞ！ 

 

※３の初めに、何人かの「自分なりの課題」を全体

に紹介する。 

◎Google ドキュメントを活用することで、リアル

タイムで回答等を確認できる。 

◎生徒主体の積極的な回答を促すために記名しな

い形式をとる。 

◎「新しい課題」を共有し、他の人の考えを知る

ことで、単元の学びの日常生活への関連性を更

に深める。また、「新しい課題」を解決する活

動を通して、理科の事象への興味関心を高め

る。 

 

４ 学級全体で設定した課題とそれに対する回答等

を共有し、学習の振り返りをする。 

（10分） 

Ｓ：今回学習したことは意外に身近にあるんだな

ぁ。 

Ｓ：学習したこと以上の気になることを学べた。 

Ｓ：今日解決しきれなかった課題は自分で調べてみ

よう。 

Ｓ：次の単元でも分からないことをどんどん調べた

い。 

○学習の深まりを実感できるように、いくつかの

課題とそれに対する結論を紹介するとともに、

新しい疑問を出すことの大切さを改めて生徒に

伝え、賞賛する。 

＜課題＞ 

単元を振り返り、新しい「自分なりの課題」

を作ろう。 

 

◆評価項目 
単元の学習内容を振り返り、新たな「自分な

りの課題」を作成・解決する活動を通して、単
元の学習と日常生活との関連性を見いだそうと
している。 

＜行動観察・記述分析（主②）＞ 



３ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 参考 

１ 単元中に記録した素朴な疑問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 自分なりの課題 

 


